議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成24年1月20日(金)

午前10時～午前11時10分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
１　あいさつ

　　議長
 ２ 議題

（1） 長久手市議会委員会に関する一部改正について
　　　議会事務局長が説明。平成23年第４回定例会で長久手市部設置条例が改正され、平成
24年４月１日から、「まちづくり推進部」を「企画部」に、「保健福祉部」を「福祉部」
に「生活環境部」を「市民生活部」に改めることになる。それに伴い長久手市議会委
員会条例の常任委員会の所管部の名称を改めるが、今まで慣例として、委員会名称も
所管部に合わせていることから、今回、新たな委員会名称として、「総務まちづくり委
員会」を「総務企画委員会」、文教福祉委員会は変更なし、「建設環境委員会」を「建
設生活委員会」として事務局として案を提示する。
　　・税関係は、「生活環境委員会」ではなく「総務まちづくり委員会」の所管にしたらどう
か。

　　・他市は、委員会所管を部単位としている。

　　・市側は、税関係は今まで通り市民生活部の所管とし、総務部の所管に変更しないとの
ことである。議会だけで部内組織を組み替えて委員会所管を検討することは難しい。
　　・尾張旭市は、同じく企画部が入っているが「総務企画委員会」ではなく、「総務委員会」

としている。「総務委員会」でいい。
　　・「建設生活委員会」は言いにくい。定着している「建設環境委員会」のままでいい。
　　 （結論）
　　　採決の結果、「総務まちづくり委員会」を「総務委員会」とし、「文教福祉委員会」、「建
　　　設環境委員会」は現状のまま変更しないこととする。平成24年第１回定例会初日に、

長久手市議会委員会に関する条例の一部改正についての議案を上程し、委員会付託は
省略、提案者は副議長、賛同者は議会運営委員とする。結果について、各委員は各会

派に周知し、無会派議員へは事務局から通知する。（２月17日県立大山村先生の学習

会後に説明）
（２）　議会改革について
（委員長）

議会改革についての思い、提案、今後の方針を聞きたい。
・議会基本条例は、議会運営委員会で議論するのではなく特別委員会を作り、市側の自

治基本条例の作成と歩調を併せて作成していけばいい。また、議会報告会は早急に行

う必要がある。
　　・市民に議会の動きを早く知ってもらため、議会報告会を早く行うべきである。
　　・議会基本条例は積極的に原案を作成してほしい。議会報告会は行うべきである。
　　・議会基本条例はもう少し意見を収集して、目標を定めて一歩一歩積み上げたい。議会
報告会は行うべきであるが、他市町をもっと研究したい。
　　・議会基本条例の中でも、市民に議会情報を公開する議会報告会が一番主になる。議会

基本条例を制定するためには、目標を立てる必要がある。視察等を行い研究を充実さ
せる必要がある。
　　・議会基本条例については、他市町を見ても策定するのに最低でも２年かかっている。
まずは、視察等を行い知識を増やす必要がある。また、議会報告会を行い、市民を巻
き込み議会基本条例についても知ってもらう必要がある。本市議会は１問１答、対面
式、議員定数削減は改革されたが、議会報告会、反問権、議員間自由討議は実現され

ていない。
　　 （結論）

議会基本条例については、検討課題の多い議会運営委員会で検討するよりも、特別委
員会を設けて進めてはどうかと考える。議長から平成24年第１回定例会初日に全議員
に意向確認してもらう。
議会報告会については、３月議会の報告を、来年度当初を目途に試行することを前提

に、次回の議会運営委員会で手法（回数、やり方、人数、時間等）について議論する。
参考資料として議会改革度調査2011ランキングを配布。（議会改革度調査2011ラン

キングには、長久手市議会は回答していない。近隣市町の大学、公的機関のみアンケ

ート回答している。）

（３）その他
　　　・今年度末を目途に議員登庁盤の設置事務を進めている。
　　　　　
　・次回の議会運営委員会は２月１７日（金）午前10時から開催。






